
日
本
共
産
党

日
本
共
産
党

市
民
の
声
を
聞
き
、
暮
ら
し

を
守
る
施
策
の
実
現
を
！

令
和
５
年
度
予
算
に
お
い
て

最
も
考
慮
す
べ
き
は
、
物
価
高

騰
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
市
民
生
活

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
（
第
１４
号
）
お
よ
び
国

民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
の
３
特
別
会
計

補
正
予
算
案
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
案
お
よ
び
３
特
別

会
計
予
算
案
な
ら
び
に
下
水
道
事
業
会
計
予
算
案
は
、
予
算
特

別
委
員
会
で
５
日
間
に
わ
た
り
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

本
面
上
段
で
は
委
員
会
で
の
審
査
概
要
、
４
・
５
面
上
段
で

は
歳
出
を
中
心
と
し
た
主
な
質
疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３
面
～
５
面
の
上
段
に
掲
載
し
た
予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
３
月
２７
日
の
本
会
議
で

令
和
５
年
度
予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
（
議
長
を
除
く
）
の
意
見
表
明
・
賛
否
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
３
面
～
５
面
の
下
段
で
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。
各
会
派
の
賛
否
は
８
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
４

年
度
補
正
予
算
案
の
審
査
、
５

年
度
当
初
予
算
案
の
総
括
説
明

お
よ
び
説
明
に
対
す
る
質
疑
、

歳
出
を
中
心
と
し
た
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

５
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ

て
は
、「
や
れ
る
、
で
き
る
」
と

い
う
姿
勢
で
困
難
を
乗
り
越
え
、

第
５
次
長
期
総
合
計
画
に
掲
げ

る
将
来
像
「
み
ん
な
い
き
い
き　

活
力
あ
ふ
れ
る　

湧
水
の
ま
ち　

東
久
留
米
」
を
目
指
す
と
と
も

に
、
次
の
５０
年
に
向
け
て
の
礎

と
な
る
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
、

所
信
表
明
で
示
し
た
３
点
の
事

項
を
重
点
的
取
り
組
み
と
し
て

編
成
方
針
に
示
し
、
編
成
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

基
本
方
針
と
し
て
、
①
歳
入

に
つ
い
て
は
、
経
済
情
勢
を
的

確
に
把
握
分
析
し
、
税
制
改
正

の
動
向
等
を
勘
案
し
、
精
度
を

向
上
さ
せ
た
年
間
収
入
見
込
額

を
見
積
も
る
こ
と
な
ど
５
項
目
、

②
歳
出
の
見
積
も
り
に
つ
い
て

は
、「
財
政
健
全
経
営
計
画
実
行

プ
ラ
ン
」
に
示
し
た
事
項
は
年

次
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
い
確
実

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
、
事
業
実

施
に
伴
う
経
費
は
、
特
定
財
源

の
確
保
お
よ
び
実
施
体
制
と
手

法
の
精
査
を
行
い
、
一
般
財
源

を
抑
制
す
る
こ
と
な
ど
７
項
目
、

③
普
通
建
設
事
業
の
要
求
に
つ

い
て
は
、
公
共
施
設
に
つ
い
て

は
当
面
の
施
設
保
全
お
よ
び
法

令
、
そ
の
他
に
よ
る
工
事
と
し

て
選
定
さ
れ
た
事
業
に
基
づ
く

要
求
と
し
、
整
備
の
内
容
等
を

精
査
し
要
求
す
る
こ
と
な
ど
２

項
目
、
④
基
金
の
活
用
等
に
つ

い
て
は
、財
政
調
整
基
金
は
、災

害
時
や
年
度
中
の
資
金
繰
り
に

備
え
一
定
額
の
積
み
立
て
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
処

分
規
定
に
沿
い
適
切
に
活
用
す

る
こ
と
な
ど
２
項
目
、
⑤
特
別

会
計
の
予
算
編
成
は
、
一
般
会

計
に
準
じ
て
適
切
に
見
積
る
こ

と
、
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

５
年
度
一
般
会
計
予
算
案
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４５６
億
５
６

０
０
万
円
で
前
年
度
比
６
億
２

千
万
円
、１．４
％
の
増
、３
特
別
会

計
と
合
わ
せ
た
総
額
は
７２２
億
２

４
５
４
万
６
千
円
、
前
年
度
比

１１
億
６
８
１
４
万
６
千
円
、
１．６

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
下
水

道
事
業
会
計
は
、
収
益
的
収
支

の
う
ち
収
入
が
２３
億
２
８
８
８

万
３
千
円
、
支
出
が
２２
億
７
５

１
８
万
９
千
円
、
資
本
的
収
支

の
う
ち
収
入
が
１３
億
７
４
６
９

万
６
千
円
、
支
出
が
２１
億
６
８

０
３
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

自
民
ク
ラ
ブ

自
民
ク
ラ
ブ

次
の
５０
年
へ
の 

ま
ち
づ
く
り
へ

富
田
市
長
が
予
算
編
成
か
ら

調
製
し
た
最
初
の
予
算
で
あ
る
。

総
括
代
表
質
問
に
お
い
て
市
政

運
営
の
基
本
的
な
考
え
を
お
答

え
い
た
だ
い
た
が
、
私
た
ち
自

民
ク
ラ
ブ
も
、
次
の
５０
年
へ
の

ま
ち
づ
く
り
の
礎
を
築
く
上
で

重
要
な
政
策
は
、
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

公

明

党

公

明

党

新
た
な
時
代
の
扉
を

開
く
予
算
を
評
価
！

令
和
５
年
度
予
算
は
富
田
市

長
就
任
２
年
目
の
予
算
で
あ
り
、

次
の
５０
年
に
向
け
て
の
礎
と
な

る
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
、

所
信
表
明
で
示
し
た
３
点
の
重

点
的
取
組
に
着
実
に
財
源
を
配

分
で
き
る
よ
う
、
精
査
し
調
製

し
た
予
算
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
般
会
計
予
算
は
４５６
億
５
６

０
０
万
円
で
前
年
度
比
１．４
％
増
、

３
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額

は
７２２
億
２
４
５
４
万
６
千
円
、

１．６
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
、
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
に
加
え
、
公
共
施
設

の
老
朽
化
な
ど
課
題
が
山
積
す

る
中
に
あ
っ
て
も
、
市
長
公
約

が
反
映
さ
れ
た
事
業
や
市
民
生

活
に
必
要
な
事
業
が
盛
り
込
ま

れ
た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
。

こ
れ
ま
で
市
民
の
声
を
お
聴

き
し
求
め
て
き
た
総
合
窓
口
化

へ
の
第
一
歩
と
な
る
「
書
か
な

い
窓
口
」
の
導
入
や
小
学
校
体

育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
高

校
生
世
代
ま
で
の
医
療
費
助
成
、

通
学
路
の
安
全
に
資
す
る
笠
松

坂
拡
幅
事
業
、
震
度
計
移
設
な

ど
、
数
多
く
反
映
い
た
だ
い
た
。

東
久
留
米
駅
西
口
昇
降
施
設

富
士
見
テ
ラ
ス
に
つ
い
て
は
、

市
議
会
公
明
党
は
再
整
備
を
求

め
る
署
名
活
動
を
し
、
集
ま
っ

た
署
名
１
万
４
３
９
６
筆
を
市

長
に
提
出
し
た
。
法
令
遵
守
が

第
一
義
と
な
る
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
法
を
検
討
し
、
再
整
備
に

進
む
こ
と
を
期
待
す
る
。

次
に
、
予
算
特
別
委
員
会
で

の
質
疑
か
ら
、
学
校
な
ど
の
施

設
へ
の
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
導
入
や

余
剰
電
力
を
他
の
施
設
に
供
給

す
る
仕
組
み
づ
く
り
の
検
討
、

東
村
山
都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
２１
号
線
（
柳
窪
区
間
）
の

小
平
駅
ま
で
の
民
間
バ
ス
路
線

拡
充
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通
運
行

事
業
本
運
行
に
向
け
検
討
を
進

め
る
こ
と
、
を
要
望
す
る
。

学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
改
修
は
、

３
カ
年
で
全
て
の
学
校
の
改
修

を
完
了
す
べ
き
と
提
案
す
る
。

今
回
の
予
算
は
、
利
便
性
や

安
全
性
、
地
域
の
魅
力
を
向
上

さ
せ
、「
あ
ん
し
ん
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
」
実
現
の
た
め
重
要
な

予
算
で
あ
り
、
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
の

推
進
を
柱
に
、
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
の
解
決
に
も
資
す
る
も
の
と

高
く
評
価
す
る
。

以
上
、
一
般
会
計
予
算
に
賛

成
す
る
と
と
も
に
、
３
特
別
会

計
予
算
案
、
下
水
道
事
業
会
計

予
算
案
に
は
特
に
意
見
を
付
す

こ
と
な
く
賛
成
す
る
。

と
考
え
る
。
市
長
と
と
も
に
市

政
を
進
め
て
い
き
た
い
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

は
４５６
億
５
６
０
０
万
円
、
令
和

４
年
度
予
算
比
で
６
億
２
千
万

円
、
１．４
％
の
増
。

歳
入
で
は
、
市
税
は
前
年
度

比
３
億
６
１
０
３
万
９
千
円
増
、

地
方
交
付
税
も
前
年
度
比
６
億

６
３
０
０
万
円
増
を
見
込
ん
で

い
る
。
臨
時
財
政
対
策
債
は
前

年
度
比
９
億
3２8
万
８
千
円
減
の

３
億
８
０
７
１
万
２
千
円
、
繰

入
金
も
全
体
で
前
年
度
比
４9
・

１
％
減
の
８
億
６
７
３
９
万
円
、

財
政
調
整
基
金
も
３０
億
円
以
上

年
を
見
据
え
た
予
算
編
成
を
行

っ
た
こ
と
は
高
く
評
価
す
る
。

東
久
留
米
市
も
国
と
同
様
で
、

今
後
１８
年
間
に
生
産
年
齢
人
口

が
１７
％
以
上
減
少
す
る
と
い
う

厳
し
い
将
来
予
測
を
踏
ま
え
て

「
未
来
志
向
の
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
を
適
切
に
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

基
礎
自
治
体
と
し
て
維
持
可

能
な
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
を
踏

ま
え
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

国
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
Ｄ
Ｘ
を

急
速
か
つ
丁
寧
に
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

利
便
性
・
効
率
性
を
高
め
、

行
政
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

の
拡
充
を
要
望
す
る
。

以
上
を
申
し
上
げ
一
般
会
計

予
算
案
に
賛
成
し
、
そ
の
他
３

特
別
会
計
予
算
案
お
よ
び
下
水

道
事
業
会
計
予
算
案
に
は
意
見

を
付
す
こ
と
な
く
賛
成
す
る
。

の
水
準
を
保
っ
て
い
る
。

歳
出
で
は
、
主
な
予
算
増
の

要
因
と
し
て
、
民
生
費
は
認
知

症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整

備
費
な
ど
、
教
育
費
は
学
校
施

設
の
大
規
模
・
中
規
模
改
造
工

事
な
ど
、
総
務
費
は
庁
舎
維
持

管
理
費
な
ど
。
こ
の
３
款
の
合

計
額
は
１０
億
８
３
９
６
万
６
千

円
増
の
33５
億
７
２
１
８
万
円
、

構
成
比
は
民
生
費
５５
・
４
％
、

教
育
費
9．２
％
、
総
務
費
8．9
％
で
、

全
体
の
７３
・
５
％
に
な
る
。

借
り
入
れ
を
減
ら
し
、
基
金

取
崩
し
を
抑
制
し
、
市
民
負
担

を
増
や
す
こ
と
な
く
、
次
の
５０

一般会計および特別会計予算額

区　　分 令和 ５年度
当初予算額

令和 ４年度
当初予算額 増減率

一般会計 ４５６億５，６００万円 ４５０億３，６００万円 １．４％
特別会計 ２６５億６，８５４万 ６ 千円 ２６０億２，０４０万円 ２．１％
国民健康保険
特別会計 １２０億５，７２７万 ９ 千円 １１８億９，２４３万 ３ 千円 １．４％

後期高齢者
医療特別会計 ３７億１，６８６万 ３ 千円 ３５億７，０２６万円 ４．１％

介護保険
特別会計 １０７億９，４４０万 ４ 千円 １０５億５，７７０万 ７ 千円 ２．２％

合計 ７２２億２，４５４万 ６ 千円 ７１０億５，６４０万円 １．６％

下水道事業会計予算額

下水道事業会計 令和 ５年度
当初予算額

令和 ４年度
当初予算額 増減率

収益的収支
収入 ２３億２，８８８万 ３ 千円 ２３億７，５７６万 ８ 千円 △２．０％
支出 ２２億７，５１８万 ９ 千円 ２２億９，３７０万 ９ 千円 △０．８％

資本的収支
収入 １３億７，４６９万 ６ 千円 １１億１４１万 ８ 千円 ２４．８％
支出 ２１億６，８０３万 ７ 千円 １８億９，１９６万 ５ 千円 １４．６％

※△はマイナスを表します。

基金の状況

区　　分 令和 ５ 年度末
現在高見込

令和 ４ 年度末
現在高見込 増　減　額 備　　　考

財政調整基金 ３８億４２万円 ４６億６，７７３万 ８ 千円 △ ８ 億６，７３１万 ８ 千円 繰入金
８ 億６，７３８万 ９ 千円

減債基金 ３２万 ４ 千円 ３２万 ３ 千円 １ 千円 繰入金　 ０ 円
特定目的基金 ３７億８６７万 ６ 千円 ３５億３，５３３万 ５ 千円 １ 億７，３３４万 １ 千円
郷土美術館建

設基金 １ 億７，５７９万 ６ 千円 １ 億７，５７９万 １ 千円 ５ 千円 繰入金　 ０ 円

みどりの基金 ７ 億７，３４０万円 ７ 億５，３３８万 ４ 千円 ２，００１万 ６ 千円 繰入金　 ０ 円
ふるさと
創生基金 ６，８７２万 ４ 千円 ６，８７２万 ２ 千円 ２ 千円 繰入金　 ０ 円

公共施設等整
備基金 １９億１，０７５万 １ 千円 １９億１，０７０万 ２ 千円 ４９千円 繰入金　 ０ 円

自転車等駐車
場整備基金 ７，６１９万 ３ 千円 ７，６１９万 １ 千円 ２ 千円 繰入金　 ０ 円

教育振興基金 ７４２万 ７ 千円 ７４２万 ６ 千円 １ 千円 繰入金　 ０ 円
都市計画
事業基金 ６ 億７，７１３万 ３ 千円 ５ 億２，６１４万 ９ 千円 １ 億５，０９８万 ４ 千円 繰入金　 ０ 円

森林環境
譲与税基金 １，９２５万 ２ 千円 １，６９７万円 ２２８万 ２ 千円 繰入金　 ０ 円

合計 ７５億９４２万円 ８２億３３９万 ６ 千円 △ ６ 億９，３９７万 ６ 千円 繰入金
８ 億６，７３８万 ９ 千円

※△はマイナスを表します

予算特別委員会での審査予算特別委員会での審査予算特別委員会での審査
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